
(57)【要約】

　【課題】異なる通信方式を備える複数のＩＣカードに

対して、十分な電力を供給しつつ、良好な通信を可能と

するリーダ装置を提供する。

　【解決手段】制御回路１３１０Aは、抵抗制御部５７

００に対して、所定の時間間隔で切り替え命令を送る。

抵抗制御部５７００は、抵抗素子５３００、５４００、

５５００及び５６００を切り替える。これにより、帯域

幅を変え、複数の異なる通信方式と良好な通信を可能と

する。

　【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ 異 な る 通 信 方 式 を 備 え る ２ 以 上 の カ ー ド と 、 非 接 触 で 通 信 す る リ ー ダ 装 置 で あ
っ て 、
　 予 め 設 定 さ れ た 第 １ の Ｑ 値 及 び 第 ２ の Ｑ 値 を 有 す る ア ン テ ナ 部 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｑ 値 を そ れ ぞ れ に 定 ま る 時 間 間 隔 で 切 替 え る 制 御 部 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 非 接 触 ICカ ー ド リ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ン テ ナ 部 は 、 広 帯 域 の 通 信 方 式 に 対 し て 、 低 い 前 記 第 １ の Ｑ 値 を 有 し 、
狭 帯 域 の 通 信 方 式 に 対 し て 、 高 い 前 記 第 ２ の Ｑ 値 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 非 接 触 ICカ ー ド リ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ン テ ナ 部 は 、 　
　 ア ン テ ナ コ イ ル と 、
　 前 記 ア ン テ ナ コ イ ル に 直 列 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 及 び 前 記 第 ２
の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 を 有 す る 抵 抗 器 と
　 前 記 制 御 部 の 制 御 に よ り 、 前 記 ２ 種 の 抵 抗 値 の う ち 、 １ 種 を 選 択 す る 選 択 部 と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 非 接 触 ICカ ー ド リ ー ダ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ン テ ナ 部 は
　 ア ン テ ナ コ イ ル と 、
　 前 記 ア ン テ ナ コ イ ル と 直 列 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 及 び 前 記 第 ２
の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 を 有 す る ダ イ オ ー ド と を 備 え 、
　 前 記 ダ イ オ ー ド に 流 れ る 電 流 を 増 減 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｑ 値 を 切 替 え
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 非 接 触 ICカ ー ド リ ー ダ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 方 式 の 異 な る 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー ド と 良 好 な 通 信 が で き る リ ー ダ 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 近 年 セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム 、 電 子 マ ネ ー 等 の 分 野 で 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 利 用 が 進 ん で
お り 、 利 用 が 進 む に つ れ て 異 な る 複 数 の 通 信 方 式 が 混 在 す る 状 況 下 で も １ 台 で 対 応 で き る
リ ー ダ 装 置 の 要 望 が 高 ま っ て き て い る 。
　 特 許 文 献 １ は 、 リ ー ダ 装 置 と 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー ド と の 間 で 、 共 通 の 帯 域 幅 を 用 い 、 変 調 度
が 大 き い 通 信 方 式 を 備 え る Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て 、 リ ー ダ 装 置 は 、 出 力 を 低 く 設 定 し 、 変 調
度 が 小 さ い 通 信 方 式 を 備 え る Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て 、 出 力 を 高 く 設 定 す る 技 術 を 開 示 し て い
る 。 こ れ に よ り 、 １ 台 の リ ー ダ 装 置 は 、 異 な る 通 信 方 式 を 備 え る 複 数 Ｉ Ｃ カ ー ド と 通 信 す
る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ０ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に よ り 開 示 さ れ て い る 従 来 技 術 に よ る と 、 共 通 の 帯 域 幅 を 用 い て 、 リ ー ダ 装
置 と 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー ド と 間 で 通 信 を 可 能 と し て い る も の の 、 複 数 の 通 信 方 式 の 内 に は 、 異
な る 帯 域 幅 を 有 す る も の も 存 在 す る 。
　 こ の よ う な 異 な る 帯 域 幅 を 有 す る 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー ド と の 間 で 通 信 を 行 う た め に 、 リ ー ダ
装 置 が 、 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー ド が 有 す る 帯 域 幅 よ り も 広 く 設 定 さ れ た 帯 域 幅 を 有 す る と 仮 定 す
る と 、 各 Ｉ Ｃ カ ー ド か ら の 電 波 の 受 信 は 可 能 で あ る が 、 自 身 の 起 動 の た め に 十 分 高 い 磁 界
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強 度 を 必 要 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て 、 十 分 な 電 力 を 供 給 で き な い と い う 問 題 点 が あ る 。
逆 に 、 リ ー ダ 装 置 が 、 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー ド が 有 す る 帯 域 幅 よ り も 狭 く 設 定 さ れ た 帯 域 幅 を 有
す る と 仮 定 す る と 、 Ｉ Ｃ カ ー ド か ら 送 信 さ れ る 電 波 の う ち 、 一 部 し か 受 信 で き ず 、 良 好 な
通 信 が で き な い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に は 、 本 発 明 は 、 異 な る 通 信 方 式 を 備 え る 複 数 の Ｉ Ｃ カ ー
ド に 対 し て 、 十 分 な 電 力 を 供 給 し つ つ 、 良 好 な 通 信 を 可 能 と す る リ ー ダ 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 通 信 方 式 を 備 え る ２ 以 上 の 非 接
触 カ ー ド と 、 非 接 触 で 通 信 す る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド リ ー ダ 装 置 で あ っ て 、 予 め 設 定 さ れ た 第
１ の Ｑ 値 及 び 第 ２ の Ｑ 値 を 有 す る ア ン テ ナ 部 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の Ｑ 値 を そ れ ぞ れ に 定
ま る 時 間 間 隔 で 切 替 え る 制 御 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 制 御 部 が 第 １ 及 び 第 ２ の Ｑ 値 を そ れ ぞ れ に 定 ま る 時 間 間 隔 で 切 り 換
え る の で 、 第 １ 及 び 第 ２ の Ｑ 値 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 帯 域 幅 を 有 す る 通 信 相 手 の 装 置 と の 間
で 、 対 応 す る 時 間 間 隔 に お い て 、 良 好 な 通 信 が 可 能 と な る 。
　 こ こ で 、 前 記 ア ン テ ナ 部 は 、 広 帯 域 の 通 信 方 式 に 対 し て 、 所 定 値 よ り 低 い 前 記 第 １ の Ｑ
値 を 有 し 、 狭 帯 域 の 通 信 方 式 に 対 し て 、 所 定 値 よ り 高 い 前 記 第 ２ の Ｑ 値 を 有 す る と し て も
よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 広 帯 域 及 び 狭 帯 域 を 備 え る 複 数 の 通 信 相 手 の 装 置 と 、 良 好 な 通 信 が
可 能 と な る 。 ま た 、 広 帯 域 の 通 信 時 は 、 波 形 ひ ず み を 抑 え 、 狭 帯 域 の 通 信 時 は 、 通 信 効 率
を 上 げ る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 前 記 ア ン テ ナ 部 は 、 ア ン テ ナ コ イ ル と 、 前 記 ア ン テ ナ コ イ ル に 直 列 に 接 続 さ れ
、 前 記 第 １ の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 及 び 前 記 第 ２ の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 を 有 す る 抵 抗 器
と 、 前 記 制 御 部 の 制 御 に よ り 、 前 記 ２ 個 の 抵 抗 値 の う ち 、 １ 個 を 選 択 す る 選 択 部 と を 含 む
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 抵 抗 器 が 有 す る 抵 抗 値 を 増 減 す る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ 部 の Ｑ 値 を
切 り 替 え る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 前 記 ア ン テ ナ 部 は 、 ア ン テ ナ コ イ ル と 、 前 記 ア ン テ ナ コ イ ル と 直 列 に 接 続 さ れ
、 前 記 第 １ の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 及 び 前 記 第 ２ の Ｑ 値 か ら 定 ま る 抵 抗 値 を 有 す る ダ イ オ
ー ド と を 備 え 、 前 記 ダ イ オ ー ド に 流 れ る 電 流 を 増 減 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の
Ｑ 値 を 切 替 え る と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 ダ イ オ ー ド に 流 れ る 順 方 向 の 電 流 を 増 減 す る こ と で ア ン テ ナ 部 の Ｑ
値 を 連 続 的 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
１ ． セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 の 形 態 と し て の セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ に つ い て 説 明 す
る 。
　 (セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 構 成 )
　 セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 中 央 監 視 装 置 １ １ ０ ０ 、 制 御 ユ
ニ ッ ト １ ２ ０ ０ A及 び １ ２ ０ ０ B、 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ A及 び １ ３ ０ ０ B、 入 退 出 ド
ア １ ５ ０ ０ A及 び １ ５ ０ ０ B並 び に 異 な る 通 信 方 式 a,b,c,dそ れ ぞ れ を 用 い る ICカ ー ド １ ４
０ ０ a、 １ ４ ０ ０ ｂ 、 １ ４ ０ ０ c及 び １ ４ ０ ０ dか ら 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 中 央 監 視 装 置 １ １ ０ ０ は 、 通 信 網 １ ０ 、 ２ ０ を 介 し て そ れ ぞ れ 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ A
及 び １ ２ ０ ０ Bと 接 続 し て い る 。 ま た 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Aは 信 号 線 ３ ０ 、 ４ ０ を 介 し て
、 そ れ ぞ れ カ ー ド /リ ー ダ １ ３ ０ ０ Aと 入 退 出 ド ア １ ５ ０ ０ Aと 接 続 し て い る 。 同 様 に 、 制
御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Bは 、 信 号 線 ５ ０ ， ６ ０ を 介 し て そ れ ぞ れ リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０
Bと 入 退 出 ド ア １ ５ ０ ０ Bと 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ a、 １ ４ ０ ０ ｂ 、 １ ４ ０ ０ ｃ 及 び １ ４ ０ ０ ｄ に は 、 そ れ ぞ れ お 互 い を
区 別 す る た め の カ ー ド 識 別 番 号 が 割 り 振 ら れ て い る 。
　 中 央 監 視 装 置 １ １ ０ ０ は 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ a～ １ ４ ０ ０ ｄ そ れ ぞ れ に 割 り 振 ら れ て い
る カ ー ド 識 別 番 号 を 記 憶 し て お り 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Aは リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０
Aの 送 受 信 制 御 と 状 態 監 視 、 入 退 出 ド ア １ ５ ０ ０ Aの 状 態 監 視 と 施 解 錠 制 御 を 行 う 。 利 用 者
が 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aを リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aに 近 づ け る と ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aは
、 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aか ら の カ ー ド 識 別 番 号 の 返 信 要 求 に 対 し て 、 記 憶 し て い る
カ ー ド 識 別 番 号 を 返 信 す る 。 １ ４ ０ ０ ｂ ～ １ ４ ０ ０ ｄ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aは ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aか ら 受 信 し た カ ー ド 識 別 番 号
を 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Aを 通 し て 、 中 央 監 視 装 置 １ １ ０ ０ に 送 り 、 中 央 監 視 装 置 １ １
０ ０ は 記 憶 し て い る カ ー ド 識 別 番 号 と 受 信 し た カ ー ド 識 別 番 号 と を 比 較 し て そ れ ら が 合 致
す れ ば 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Aに 解 錠 命 令 を 出 し 、 解 錠 命 令 を 受 け た 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２
０ ０ Aは 入 退 出 ド ア １ ５ ０ ０ Aを 解 錠 す る 。 カ ー ド 識 別 番 号 が 不 一 致 で あ れ ば 、 施 錠 の ま ま
と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Bは リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Bの 送 受 信 制 御 と 状 態 監 視
、 入 退 出 ド ア １ ５ ０ ０ Bの 状 態 監 視 と 施 解 錠 制 御 を 行 い 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ a～ １ ４ ０ ０ ｄ
と に 対 し て 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ ０ Aと 同 様 に 通 信 を 行 う 。
（ ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aの 回 路 構 成 ）
　 こ こ で は 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aの 回 路 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aは 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 制 御 回 路 １ ４ １ ０ ａ 、 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ ａ
、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ ａ 、 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ ａ 、 電 力 生 成 回 路 １ ４ ５ ０ ａ 及 び ア ン テ ナ 部 １
４ ６ ０ ａ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 制 御 回 路 １ ４ １ ０ ａ は 、 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ aと 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ aと 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ a
と に 接 続 し て い る 。 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ aは 制 御 回 路 １ ４ １ ０ aと ア ン テ ナ １ ４ ６ ０ aと に 接
続 し て い る 。 ま た 、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ aは 制 御 回 路 １ ４ １ ０ aと ア ン テ ナ １ ４ ６ ０ aと に 接
続 し て い る 。 電 力 生 成 回 路 １ ４ ５ ０ aは 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ ａ 、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ ａ 、 制 御
回 路 １ ４ １ ０ ａ 及 び 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ ａ と 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 力 生 成 回 路 １ ４ ５ ０ aは ICカ ー ド １ ４ ０ ０ a内 部 で 使 用 す る 電 力 を 生 成 し 、 復 調 回 路 １
４ ４ ０ a、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ a、 制 御 回 路 １ ４ １ ０ a、 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ aに 電 力 を 供 給 す る
。
　 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ ａ は 送 信 波 か ら 信 号 を 取 り 出 す 復 調 を し 、 制 御 回 路 １ ４ １ ０ ａ に 信 号
を 送 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aに 固 有 の カ ー ド 識 別 番 号 を 記 憶 し て い る 。
　 制 御 回 路 １ ４ １ ０ ａ は 、 送 ら れ て 来 た 信 号 を 復 号 化 し て リ ー ダ /リ ー ダ 装 置 か ら の 情 報
を 取 出 し 、 取 出 し た 情 報 が カ ー ド 識 別 番 号 の 読 み 出 し 指 示 で あ る か 他 の 指 示 で あ る か を 判
断 し 、 カ ー ド 識 別 番 号 の 読 み 出 し 指 示 で あ る 場 合 、 カ ー ド 識 別 番 号 を 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ a
か ら 読 み 出 し て 、 読 み 出 し た カ ー ド 識 別 番 号 を NRZ符 号 化 す る こ と に よ り 応 答 信 号 を 生 成
し て 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ aに 送 る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ ａ は 、 制 御 回 路 １ ４ １ ０ aか ら 送 ら れ て 来 た 応 答 信 号 で 、 リ ー ダ /ラ イ
タ 装 置 か ら 送 信 さ れ て い る 搬 送 波 の 無 変 調 区 間 に 変 調 を 行 う 。
　 ア ン テ ナ 部 １ ４ ６ ０ は 、 返 信 波 及 び 送 信 波 を 送 受 信 す る 。
　 同 様 に し て 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｂ の 制 御 回 路 １ ４ １ ０ bは 、 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ bか ら 取 り
出 だ し た カ ー ド 識 別 番 号 に RZ符 号 化 を 行 い 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｃ の 制 御 回 路 １ ４ ２ ０ ｃ は
、 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ cか ら 取 り 出 し た カ ー ド 識 別 番 号 に マ ン チ ェ ス タ ー 符 号 化 を 行 い 、 IC
カ ー ド １ ４ ０ ０ dの 制 御 回 路 １ ４ １ ０ dは 、 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ dか ら 取 り 出 し た カ ー ド 識 別
番 号 に マ ン チ ェ ス タ ー 符 号 化 を 行 い 、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ ｄ で 副 搬 送 波 を 作 る 。
（ Q値 と 帯 域 幅 ）
　 こ こ で は 、 こ れ 以 降 で 使 用 す る Q値 、 共 振 周 波 数 及 び 帯 域 幅 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 周 波 数 特 性 曲 線 と は 、 周 波 数 と そ の 周 波 数 が 持 つ 電 流 と の 関 係 を 表 す 曲 線 で あ り 、 縦 軸
に 電 流 、 横 軸 に 周 波 数 を 取 る 。
　 Q値 は 、 Q＝ （ ω L） /Rに よ り 定 義 さ れ 、 共 振 時 周 波 数 特 性 曲 線 の 先 鋭 度 を 表 す 数 値 で あ
る 。 ω は 角 振 動 数 、 Lは リ ア ク タ ン ス 値 及 び Rは 抵 抗 値 を 表 す 。
　 こ の Q値 が 高 い 程 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aは 強 い 磁 界 強 度 を 作 る こ と が で き る た め 、 ICカ
ー ド と の 通 信 可 能 距 離 が 長 く な り 、 ま た ICカ ー ド は 高 い 電 力 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 帯 域 幅 は 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aが 同 時 に 受 信 で き る 周 波 数 の 幅 を 表 し て お り 、 こ の 幅
が 広 い 程 同 時 に 幅 広 い 周 波 数 を 受 信 で き る 。
　 こ の Q値 と 帯 域 幅 に は 、 Q値 が 高 く な る と 帯 域 幅 が 狭 く な り 、 Q値 が 小 さ く な る と 帯 域 幅
は 広 が る と い う 関 係 を 有 し て い る 。
　 ま た 、 Q値 は 抵 抗 値 の 陽 関 数 （ Q＝ ω L/R） で 表 さ れ 、 Q値 と 抵 抗 値 の 対 応 関 係 が 明 確 な た
め 、 帯 域 幅 を 変 え る 目 安 と し て 用 い ら れ て い る 。
（ リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ A）
＜ 全 体 構 成 ＞
　 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aの 回 路 構 成 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て 、 説 明 す る 。 な お 、 リ
ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Bは 、 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aと 同 じ で あ る の で 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aは 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ A、 制 御 回
路 １ ３ １ ０ A、 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ A、 RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ A、 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ A、 RF受 信 回
路 １ ３ ５ ０ A及 び ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aか ら 構 成 さ れ て い る 。
　 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aは 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aと 接 続 し て い る 。 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは
、 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ A、 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ A、 RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ A、 RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ A
及 び ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aと 接 続 し て い る 。 ま た 、 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ Aは 、 RF送 信 回 路 １ ３
３ ０ Aと 接 続 し て お り 、 RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aは ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aと 接 続 し て お り 、 RF
送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aは ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aと 接 続 し て お り 、 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ Aは 、 RF受
信 回 路 １ ３ ５ ０ Aと 接 続 し て お り 、 RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aは 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aと 接 続
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aは 切 替 信 号 を 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aへ 送 る 。
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド へ の 質 問 信 号 生 成 及 び 各 回 路 へ の 切 替 命 令 を 行 う 。
　 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ Aは 通 信 方 式 毎 の 変 調 、 RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aは 通 信 方 式 毎 の 出 力 調 整
を 行 う 。
　 RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aは 通 信 方 式 毎 の 出 力 調 整 と 帯 域 制 限 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ Aは ICカ ー ド か ら の 返 信 さ れ る 変 調 信 号 の 復 調 を 行 う 。
　 ま た 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aは 送 信 波 ・ 返 信 波 の 送 受 信 を 行 う 。
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＜ ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 回 路 構 成 ＞
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aは 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 抵 抗 制 御 回 路 ５ ７ ０ ０ 、 ア ン テ ナ コ イ ル
５ １ ０ ０ 、 コ ン デ ン サ ー ５ ２ ０ ０ 、 抵 抗 素 子 ５ ３ ０ ０ 、 ５ ４ ０ ０ 、 ５ ５ ０ ０ 及 び ５ ６ ０ ０
か ら 構 成 さ れ て い る 。 抵 抗 制 御 回 路 ５ ７ ０ ０ は 、 ス イ ッ チ ５ ７ ５ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ア ン テ ナ コ イ ル ５ １ ０ ０ の 一 端 は RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aと 接 続 し て お り 、 他 方 の 一 端 は
コ ン デ ン サ ー ５ ２ ０ ０ と 接 続 し て い る 。
　 抵 抗 素 子 ５ ３ ０ ０ 、 ５ ４ ０ ０ 、 ５ ５ ０ ０ 及 び ５ ６ ０ ０ の そ れ ぞ れ の 一 端 ５ ３ ２ ０ 、 ５ ４
２ ０ 、 ５ ５ ２ ０ 及 び ５ ６ ２ ０ は コ ン デ ン サ ー ５ ２ ０ ０ と 接 続 さ れ て い る 。
　 抵 抗 素 子 ５ ３ ０ ０ 、 ５ ４ ０ ０ 、 ５ ５ ０ ０ 及 び ５ ６ ０ ０ の 他 の 一 端 ５ ３ １ ０ 、 ５ ４ １ ０ 、
５ ５ １ ０ 及 び ５ ６ １ ０ は 、 何 れ か 一 つ が ス イ ッ チ ５ ７ ５ ０ と 接 続 す る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ５
７ ５ ０ の 一 端 ５ ７ ５ ２ は RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aと 接 続 さ れ て い る 。
＜ セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 通 信 方 式 ＞
　 こ こ で は 、 セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ で 使 用 さ れ て い る 通 信 方 式 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 通 信 方 式 aは 、 NRZ符 号 化 方 式 ・ 負 荷 変 調 ・ 副 搬 送 波 な し の 通 信 方 式 で あ り 、 通 信 方 式 ｂ
は 、 RZ符 号 化 方 式 ・ 負 荷 変 調 ・ 副 搬 送 波 な し の 通 信 方 式 で あ る 。 ま た 通 信 方 式 ｃ は 、 マ ン
チ ェ ス タ ー 符 号 化 方 式 ・ 負 荷 変 調 ・ 副 搬 送 波 な し の 通 信 方 式 で あ り 、 通 信 方 式 ｄ は 、 マ ン
チ ェ ス タ ー 符 号 化 方 式 ・ 負 荷 変 調 ・ 副 搬 送 波 あ り の 通 信 方 式 で あ る 。
　 通 信 方 式 aは 域 幅 ４ １ ０ ０ 、 通 信 方 式 ｂ は 帯 域 幅 ４ ２ ０ ０ 、 通 信 方 式 ｃ は 帯 域 幅 ４ ３ ０
０ 及 び 通 信 方 式 ｄ は 帯 域 幅 ４ ４ ０ ０ を そ れ ぞ れ 通 信 時 に 使 用 す る 。
＜ 通 信 方 式 毎 の 抵 抗 素 子 の 選 択 ＞
　 こ こ で は 、 図 ３ を 用 い て 、 通 信 方 式 aと の 通 信 時 に 使 用 す る 抵 抗 素 子 の 選 び 方 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 通 信 方 式 aの ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aは 、 帯 域 幅 ４ １ ０ ０ を 使 用 し て 、 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １
３ ０ ０ Aに 返 信 し て く る た め 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aが 帯 域 幅 ４ １ ０ ０ よ り 広 い 帯 域 幅 を 作
れ 、 尚 且 つ 、 共 振 時 の 電 力 よ り が 大 き く な る 抵 抗 素 子 を 選 べ ば リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０
０ Aと ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aは 良 好 な 通 信 が 可 能 と な る 。 そ こ で 、 共 振 周 波 数 ４ １ ５ ０ 及 び 帯
域 幅 ４ １ ０ ０ を 作 る 抵 抗 素 子 を 選 択 し 、 こ れ を 抵 抗 素 子 ５ ３ ０ ０ と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 様 に 、 通 信 方 式 ｂ と の 通 信 時 に は 抵 抗 素 子 ５ ４ ０ ０ を 、 通 信 方 式 ｃ と の 通 信 時 に は 抵
抗 素 子 ５ ５ ０ ０ を 及 び 通 信 方 式 ｄ と の 通 信 時 に は 抵 抗 素 子 ５ ６ ０ ０ を そ れ ぞ れ 選 択 す る 。
（ 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aの 構 成 ）
＜ 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aの 処 理 の サ イ ク ル ＞
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 順 次 Q値 を 変 え る こ と に よ り 、 異 な る 通 信 方
式 a～ ｄ と 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 通 信 方 式 a～ ｄ の 処 理 時 間 は そ れ ぞ れ 異 な っ て お り 、 通 信 方 式 aの 処 理 時 間 は Ta、 通 信 方
式 bの 処 理 時 は Tb、 通 信 方 式 ｃ の 処 理 時 間 は Tｃ 及 び 通 信 方 式 ｄ の 処 理 時 間 は Tdで あ る 。
　 区 間 ６ １ ０ １ 及 び ６ １ ０ ２ で 通 信 方 式 aの 処 理 を Ta間 、 区 間 ６ ２ ０ １ 及 び 区 間 ６ ２ ０ ２
で 通 信 方 式 ｂ の 処 理 を Tｂ 間 、 区 間 ６ ３ ０ ０ 及 び ６ ３ ０ １ で 通 信 方 式 ｃ の 処 理 を Tｃ 間 、 区
間 ６ ４ ０ ０ 及 び ６ ４ ０ １ で 通 信 方 式 ｄ の 処 理 を Tｄ 間 そ れ ぞ れ 行 う 。
＜ 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aの 処 理 選 択 ＞
　 図 ６ は 、 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aか ら 切 替 信 号 を 受 け た 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aが 処 理 す る 通
信 方 式 の 切 替 手 段 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aは 切 替 信 号 を 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aへ 送 る （ Ｓ ７ １ ０ ０ ） 。 制 御 回
路 １ ３ １ ０ Aは 、 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aか ら 切 替 信 号 を 受 信 す る （ Ｓ ７ ０ ０ ２ ） 。
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　 次 に 、 変 数 Iに １ を 加 え た も の を 再 び 変 数 Iに 入 れ （ Ｓ ７ ０ ０ ３ ） 、
変 数 Iを ４ で 割 っ た 余 り を 再 び 変 数 Iへ 入 れ 、 Iが １ の 場 合 は 通 信 方 式 aの 処 理 （ Ｓ ７ ０ ０ ５
） 、 ２ の 場 合 は 通 信 方 式 ｂ の 処 理 （ Ｓ ７ ０ ０ ７ ） 、 ３ の 場 合 は 通 信 方 式 ｃ の 処 理 （ Ｓ ７ ０
０ ８ ） 、 ０ の 場 合 は 通 信 方 式 ｄ の 処 理 （ Ｓ ７ ０ ０ ９ ） を 行 い 、 各 処 理 の 終 了 後 は ク ロ ッ ク
信 号 を 待 つ （ Ｓ ７ ０ ０ ２ ） 。
＜ 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 各 回 路 へ の 命 令 ＞
　 図 ７ は 、 通 信 方 式 aの 処 理 時 の 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aが 自 回 路 内 部 で の 処 理 と 各 回 路 の 動
作 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 通 信 方 式 aに 対 応 す る 処 理 を 開 始 す る 。
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ に 抵 抗 切 替 命 令 を 送 り （ Ｓ ８ ０ ０ １ ） 、 自
回 路 内 部 を 通 信 方 式 aに 対 応 す る 信 号 生 成 方 式 へ の 切 替 を 行 い 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aへ の 質
問 信 号 生 成 を 行 う （ Ｓ ８ ０ ０ ２ ） 。 こ れ と 並 行 し て 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 変 調 回 路 １ ３
２ ０ Aへ 切 替 命 令 （ Ｓ ８ ０ ０ ３ ） 、 RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aへ 切 替 命 令 （ Ｓ ８ ０ ０ ４ ） 、 RF受
信 回 路 １ ３ ５ ０ Aへ 切 替 命 令 （ Ｓ ８ ０ ０ ９ ） 、 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ Aへ 切 替 命 令 （ Ｓ ８ ０ １ ０
） を そ れ ぞ れ 送 り 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aを 通 し て 送 信 波 を 送 信 す る （ Ｓ ８ ０ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 自 回 路 内 部 の ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aへ の 質 問 信 号 生 成 を 停 止 し
（ Ｓ ８ ０ ０ ６ ） 、 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ Aへ 変 調 停 止 命 令 （ Ｓ ８ ０ ０ ７ ） を 送 り 、 ア ン テ ナ 部
１ ３ ６ ０ Aを 通 し て 搬 送 波 の み 送 信 す る （ Ｓ ８ ０ ０ ８ ） 。
　 次 に 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aか ら の 返 信 が あ る か 否 か の 判 断 を 行 い （
Ｓ ８ ０ １ １ ） 、 返 信 が な い 場 合 （ Ｓ ８ ０ １ １ で NO） に は 、 通 信 方 式 aの 処 理 を 終 了 し 、 返
信 が あ る 場 合 （ Ｓ ８ ０ １ １ で YES） に は 、 カ ー ド 識 別 番 号 を 取 出 し （ Ｓ ８ ０ １ ３ ） 、 カ ー
ド 識 別 番 号 を 中 央 監 視 装 置 へ 送 出 し て （ Ｓ ８ ０ １ ４ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 通 信 方 式 b,c,dに お い て も 通 信 方 式 aの 処 理 と 同 様 な の で こ こ で は 割 愛 す る 。
＜ 制 御 回 路 １ ３ １ ０ A及 び 各 回 路 の 処 理 ＞
　 図 8は 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ A、 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ A、 RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ A、 RF受 信 回 路 １
３ ４ ０ A、 復 調 回 路 １ ３ ５ ０ A及 び 抵 抗 制 御 部 ５ ９ ０ ０ の そ れ ぞ れ の 処 理 内 容 を 時 系 列 で 表
し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 9は リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aか ら の 電 波 受 信 時 の ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aの 動 作
を 時 系 列 で 表 し た 図 で あ る 。
　 ま ず 、 図 ８ を 用 い て 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aを 中 心 と す る 各 回 路 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aか ら 切 替 信 号 を 受 信 す る （ Ｓ ７ １ ０ ０ ）
と 、 自 回 路 内 部 を ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aに 対 応 す る 信 号 生 成 方 式 へ の 切 替 １ ２ ０ ０ ７ を 行 い
、 こ れ と 並 行 し て 抵 抗 制 御 部 ５ ９ ０ ０ へ 抵 抗 素 子 ５ ３ ０ ０ へ の 切 替 命 令 １ ２ ０ ０ ２ 、 変 調
回 路 １ ３ ２ ０ Aへ 通 信 方 式 aに 対 応 し た 変 調 方 式 へ の 切 替 命 令 １ ２ ０ ０ ３ 、 RF送 信 回 路 １ ３
３ ０ Aへ 通 信 方 式 aに 対 応 す る 出 力 方 式 へ の 切 替 命 令 １ ２ ０ ０ ４ 、 RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aへ
通 信 方 式 aに 対 応 す る 出 力 調 整 と 帯 域 制 限 命 令 １ ２ ０ ０ ５ 及 び 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ Aへ 通 信 方
式 aに 対 応 す る 復 調 方 式 へ の 切 替 命 令 １ ２ ０ ０ ６ を そ れ ぞ れ 出 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 （ Ta） /２ 間 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aへ の 質 問 信 号 生 成 １ ２ ０ １ ３ を
行 い 、 次 の （ Ta） /２ 間 で は ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aか ら の 返 信 信 号 か ら の 情 報 抽 出 １ ２ ０ １ ４
を 行 う 。
　 抵 抗 制 御 回 路 ５ ７ ０ ０ は 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 通 信 方 式 aに 対 応 す る 抵 抗 素 子 切 替 命
令 １ ２ ０ ０ ２ を 受 信 す る と 、 切 替 １ ２ ０ ０ ８ を 行 い 、 Ta間 、 抵 抗 素 子 ５ ３ ０ ０ へ の 接 続 １
２ ０ １ ５ を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 変 調 回 路 １ ３ ２ ０ Aは 、 抵 抗 制 御 部 １ ３ １ ０ Aか ら 通 信 方 式 aに 対 応 す る 変 調 方 式 切 替 命
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令 １ ２ ０ ０ ３ を 受 取 る と 、 切 替 １ ２ ０ ０ ９ を 行 い 、 自 回 路 を 通 信 方 式 aに 対 応 す る 変 調 １
２ ０ １ ７ を 行 う 。 次 に 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 変 調 停 止 命 令 １ ２ ０ １ ６ を 受 取 る と 変 調
回 路 １ ３ ２ ０ Aは 通 信 方 式 aに 対 応 す る 変 調 状 態 を 停 止 す る 。
RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aは 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 通 信 方 式 aに 対 応 す る 切 替 命 令 １ ２ ０ ０
４ を 受 取 る と 、 自 回 路 内 部 を 通 信 方 式 aに 対 応 す る 出 力 １ ２ ０ １ ８ を 行 う 。
RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aは 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 通 信 方 式 aに 対 応 す る 切 替 命 令 １ ２ ０ ０
５ を 受 取 る と 、 切 替 １ ２ ０ １ １ を 行 い 、 自 回 路 内 部 を 通 信 方 式 aに 対 応 す る 出 力 と 帯 域 制
限 １ ２ ０ １ ９ を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 復 調 回 路 １ ３ ４ ０ Aは 、 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 切 替 命 令 １ ２ ０ ０ ６ を 受 取 る と 、 切 替 １
２ ０ １ ２ を 行 い 、 自 回 路 内 部 を 通 信 方 式 aに 対 応 す る 復 調 １ ２ ０ ２ ０ を 行 う 。
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aは 前 半 の (Ta)/２ 間 は 送 信 波 １ ２ ０ ４ １ 、 後 半 の （ Ta） /２ 間 は 搬
送 波 １ ２ ０ ４ ２ を 送 信 す る 。 　
　 こ こ か ら 図 9を 用 い て 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aの 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aが 通 信 方 式 aに 対 応 す る 電 波 を 受 信 す る と 、 電 力 生 成 回 路 １ ４ ５ ０ a
で 回 路 内 部 が 使 用 す る 電 力 生 成 １ ３ ０ ０ １ を 行 い 、 制 御 回 路 １ ４ １ ０ a、 記 憶 回 路 １ ４ ２
０ a、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ a、 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ aに 電 力 を 供 給 し 、 復 調 回 路 １ ４ ４ ０ aで 復 調
１ ３ ０ ０ ２ 、 制 御 回 路 １ ４ １ ０ aで 質 問 信 号 の 解 読 １ ３ ０ ０ ３ を 行 う 。 さ ら に 、 こ の 質 問
信 号 の 返 答 の た め に 記 憶 回 路 １ ４ ２ ０ aか ら カ ー ド 識 別 番 号 の 取 出 し １ ３ ０ ０ ４ 、 取 り 出
し た 質 問 番 号 の 符 号 化 １ ３ ０ ０ ５ 、 変 調 回 路 １ ４ ３ ０ aで 変 調 １ ３ ０ ０ ６ を 行 い 、 ア ン テ
ナ １ ４ ６ ０ aを 通 し て 送 信 １ ３ ０ ０ ７ を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは ク ロ ッ ク 回 路 １ ３ ０ ５ Aか ら の 切 替 信 号 を 受 取 る 度 に 通 信 方 式 b、
通 信 方 式 ｃ 、 通 信 方 式 ｄ と 順 次 各 通 信 方 式 に 対 応 す る 処 理 を 開 始 す る が 、 各 回 路 の 通 信 方
式 毎 の 回 路 内 部 設 定 は 異 な る も の の 動 作 の 点 に お い て は 通 信 方 式 aの 場 合 と 同 じ で あ る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ は 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ に 代 え て 電 子 式 ス イ
ッ チ を 利 用 し て も 良 い 。
２ ． 変 形 例 （ １ ）
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 変 形 例 と し て 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aaに つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aaは 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ コ イ ル １ ４ ３ ０ ０ 、 コ ン デ ン
サ ー １ ４ ２ ０ ０ 、 可 変 抵 抗 素 子 １ ４ ４ ０ ０ 及 び 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ か ら 構 成 さ れ て い る
。
　 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ は 、 タ ッ プ １ ４ ５ １ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 可 変 抵 抗 器 １ ４ ４ ０ ０ 、 コ ン デ ン サ ー １ ４ ２ ０ ０ 及 び ア ン テ ナ コ イ ル １ ４ ３ ０ ０ は 直 列
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 タ ッ プ １ ４ ５ １ ０ の 一 端 １ ４ ５ ６ ０ は RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aと 接 続 し て お り 、 一 端 １ ４
５ ５ ０ は 、 可 変 抵 抗 素 子 １ ４ ４ ０ ０ 上 の 接 点 １ ４ ４ １ ０ 、 １ ４ ４ ２ ０ 、 １ ４ ４ ３ ０ 及 び １
４ ４ ０ の 何 れ か 一 つ と 切 替 に よ り 接 続 す る 。 ま た 、 ア ン テ ナ コ イ ル １ ４ ３ ０ ０ は RF受 信 回
路 １ ３ ５ ０ Aと 接 続 し て い る 。
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aと 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵 抗
素 子 ５ ３ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ へ タ ッ プ １ ４ ５ １ ０ の 一 端 １
４ ５ ５ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ４ ４ ０ ０ の 一 点 １ ４ ４ ４ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ bと 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵 抗
素 子 ５ ４ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ へ タ ッ プ １ ４ ５ １ ０ の 一 端 １
４ ５ ５ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ４ ４ ０ ０ の 一 点 １ ４ ４ ３ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。 　
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｃ と 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-199871 A 2007.8.9



抗 素 子 ５ ５ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ へ タ ッ プ １ ４ ５ １ ０ の 一 端
１ ４ ５ ５ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ４ ４ ０ ０ の 一 点 １ ４ ２ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｄ と 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵
抗 素 子 ５ ６ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ へ タ ッ プ １ ４ ５ １ ０ の 一 端
１ ４ ５ ５ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ４ ４ ０ ０ の 一 点 １ ４ ４ １ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｂ に よ り 、 タ ッ プ に よ り 可 変 抵 抗 素 子 の 抵 抗 値 を 変 え る こ と で 、 Q
値 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 抵 抗 制 御 部 １ ４ ５ ０ ０ は 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ に 代 え て 電 子 式 ス イ ッ チ を 利 用 し て
も 良 い 。
３ ． 変 形 例 （ ２ ）
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 変 形 例 と し て 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｂ に つ い て 説 明 す る 。
ア ン テ ナ 部 １ ２ ６ ０ ｃ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 コ ン デ ン サ ー １ ５ １ ０ ０ 、 抵 抗 制 御 部 １
５ ７ ０ ０ 、 抵 抗 素 子 １ ５ ２ ０ ０ 、 １ ５ ３ ０ ０ 、 １ ５ ４ ０ ０ 、 １ ５ ５ ０ ０ 及 び ア ン テ ナ コ イ
ル １ ５ ６ ０ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
抵 抗 制 御 部 １ ５ ７ ０ ０ は 、 ス イ ッ チ １ ５ ７ １ ０ 、 １ ５ ７ ２ ０ 、 １ ５ ７ ３ ０ 及 び １ ５ ７ ４ ０
か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 抵 抗 素 子 １ ５ ２ ０ ０ 、 １ ５ ３ ０ ０ 、 １ ５ ４ ０ ０ 及 び １ ５ ５ ０ ０ の そ れ ぞ れ の 一 端 １ ５ ２
２ ０ 、 １ ５ ３ ２ ０ 、 １ ５ ４ ２ ０ 及 び １ ５ ５ ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ ア ン テ ナ コ イ ル １ ５ ６ ０ ０ に
接 続 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ コ イ ル １ ５ ６ ０ ０ は RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aと 接 続 し て い る 。
　 抵 抗 素 子 １ ５ ２ ０ ０ の 一 端 １ ５ ２ １ ０ は ス イ ッ チ １ ５ ７ １ ０ と 、 抵 抗 素 子 １ ５ ３ ０ ０ の
一 端 １ ５ ３ １ ０ は ス イ ッ チ １ ５ ７ ２ ０ と 、 抵 抗 素 子 １ ５ ４ ０ ０ の 一 端 １ ５ ４ １ ０ は ス イ ッ
チ １ ５ ７ ３ ０ と 、 抵 抗 素 子 １ ５ ５ ０ ０ の 一 端 １ ５ ５ １ ０ は ス イ ッ チ １ ５ ７ ４ ０ と そ れ ぞ れ
選 択 に よ り 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス イ ッ チ １ ５ ７ １ ０ の 一 端 １ ５ ７ １ ５ 、 ス イ ッ チ １ ５ ７ ２ ０ の 一 端 １ ５ ７ ２ ５ 、 ス イ ッ
チ １ ５ ７ ３ ０ の 一 端 １ ５ ７ ３ ５ 及 び ス イ ッ チ １ ５ ７ ４ ０ の 一 端 １ ５ ７ ４ ５ は そ れ ぞ れ コ ン
デ ン サ ー １ ５ １ ０ ０ と 接 続 し て お り 、 コ ン デ ン サ ー １ ５ １ ０ ０ は RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ Aと
接 続 し て い る 。
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aと 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵 抗
素 子 ５ ３ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ５ ７ ０ ０ へ ス イ ッ チ １ ５ ７ １ ０ を 一 端
１ ５ ２ １ ０ に 及 び ス イ ッ チ １ ５ ７ ２ ０ を 一 端 １ ５ ３ １ ０ に そ れ ぞ れ 接 続 す る 接 続 命 令 を 出
す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ bと 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵 抗
素 子 ５ ３ ０ ０ へ 抵 抗 素 子 ５ ４ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ５ ７ ０ ０ へ ス イ ッ
チ １ ５ ７ １ ０ を 一 端 １ ５ ２ １ ０ 及 び ス イ ッ チ １ ５ ７ ２ ０ を 一 端 １ ５ ３ １ ０ に そ れ ぞ れ 接 続
す る 接 続 命 令 を 出 す 。 　
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｃ と 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵
抗 素 子 ５ ５ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 抵 抗 制 御 部 １ ５ ７ ０ ０ へ ス イ ッ チ １ ５ ７ １ ０ を 一 端
１ ５ ２ １ ０ に 、 ス イ ッ チ １ ５ ７ ２ ０ を 一 端 １ ５ ３ １ ０ に そ れ ぞ れ 接 続 す る 接 続 命 令 を 出 す
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｄ と 通 信 す る た め に 、 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ
抵 抗 素 子 ５ ６ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ５ ７ ０ ０ に 抵 ス イ ッ チ １ ５ ７ １ ０
を 一 端 １ ５ ２ １ ０ に 、 ス イ ッ チ １ ５ ７ ４ ０ を 一 端 １ ５ ５ １ ０ に そ れ ぞ れ 接 続 す る 接 続 命 令
を 出 す 。
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｂ に お い て 、 抵 抗 素 子 を 一 以 上 組 合 わ せ る こ と で 、 抵 抗 値 を 変 え
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る こ と に よ り Q値 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 抵 抗 制 御 部 １ ５ ７ ０ ０ は 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ に 代 え て 電 子 式 ス イ ッ チ を 利 用 し て
も 良 い 。
４ ． 変 形 例 （ ３ ）
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 変 形 例 と し て 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｃ に つ い て 説 明 す る 。
　 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｃ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 可 変 抵 抗 素 子 １ ６ １ ０ ０ 、 コ イ ル １
６ ２ ０ ０ 、 コ ン デ ン サ ー １ ６ ３ ０ ０ 、 コ ン デ ン サ ー １ ６ ４ ０ ０ 、 PINダ イ オ ー ド １ ６ ５ ０
０ 、 コ イ ル １ ６ ６ ０ ０ 、 コ ン デ ン サ ー １ ６ ７ ０ ０ 、 ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ８ ０ ０ 及 び 抵 抗 制
御 部 １ ６ ９ ０ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 抵 抗 制 御 部 １ ６ ９ ０ ０ は タ ッ プ １ ６ ９ ５ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 コ ン デ ン サ ー ６ ３ ０ ０ 、 コ ン デ ン サ ー １ ６ ４ ０ ０ は 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ン
デ ン サ ー １ ６ ４ ０ ０ は PINダ イ オ ー ド １ ６ ５ ０ ０ の ア ノ ー ド 側 に 接 続 さ れ て お り 、 PINダ イ
オ ー ド １ ６ ５ ０ ０ の カ ソ ー ド 側 に コ ン デ ン サ ー １ ６ ７ ０ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 コ ン デ ン サ
ー １ ６ ７ ０ ０ は ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ８ ０ ０ と 接 続 さ れ て お り 、 ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ８ ０ ０
に 一 端 は RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aに 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 可 変 抵 抗 素 子 １ ６ １ ０ ０ と ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ２ ０ ０ は 直 列 に 接 続 さ れ て お り 、
ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ２ ０ ０ は コ ン デ ン サ ー １ ６ ４ ０ ０ と PINダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド 側 と の
間 に 接 続 さ れ て い る 。 PINダ イ オ ー ド １ ６ ５ ０ ０ の カ ソ ー ド 側 と コ ン デ ン サ ー １ ６ ７ ０ ０
と の 間 に コ イ ル １ ６ ６ ０ ０ が 接 続 さ れ て お り 、 他 方 の 一 端 は RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aに 接 続
し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 タ ッ プ １ ６ ９ ５ ０ の 端 点 １ ６ ９ ０ ０ は 、 可 変 抵 抗 素 子 上 の 接 点 １ ６ １ １ ０ 、 １ ６ １ ０ ０
、 １ ６ １ ３ ０ 及 び １ ６ １ ４ ０ の 何 れ か 一 つ と 切 替 に よ り 接 続 す る 。 ま た 、 一 端 １ ６ ９ ７ ０
は 電 源 と コ ン デ ン サ ー １ ６ ３ ０ ０ は RF送 信 回 路 １ ３ ３ ０ A、 ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ８ ０ ０ の
一 端 は RF受 信 回 路 １ ３ ５ ０ Aと そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aと 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵 抗
素 子 ５ ３ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ６ ９ ０ ０ へ タ ッ プ １ ６ ９ ５ ０ の 一 端 １
６ ９ ６ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ６ １ ０ ０ の 点 １ ６ １ ４ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ bと 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵 抗
素 子 ５ ４ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ６ ９ ０ ０ へ タ ッ プ １ ６ ９ ５ ０ の 一 端 １
６ ９ ６ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ６ １ ０ ０ の 一 点 １ ６ １ ３ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。 　 　
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｃ と 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵
抗 素 子 ５ ５ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ６ ９ ０ ０ へ タ ッ プ １ ６ ９ ５ ０ の 一 端
１ ６ ９ ６ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ６ １ ０ ０ の 一 点 １ ６ １ ２ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aは 、 ICカ ー ド １ ４ ０ ０ ｄ と 通 信 す る た め に 抵 抗 制 御 部 ５ ７ ０ ０ へ 抵
抗 素 子 ５ ６ ０ ０ へ の 切 替 命 令 に 代 え て 、 抵 抗 制 御 部 １ ６ ９ ０ ０ へ タ ッ プ １ ６ ９ ５ ０ の 一 端
１ ６ ９ ０ ０ を 可 変 抵 抗 素 子 １ ６ １ ０ の 一 点 １ ６ １ １ ０ へ の 接 続 命 令 を 出 す 。
　 こ の ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｃ に お い て 、 PINダ イ オ ー ド に 流 れ る 電 流 を 調 整 す る こ と に よ
り 抵 抗 値 を 変 え る こ と で 、 Q値 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 抵 抗 制 御 部 １ ６ ９ ０ ０ は ア ナ ロ グ ス イ ッ チ に 代 え て 電 子 式 ス イ ッ チ を 利 用 し て も
良 い 。
５ ． ま と め
　 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 あ る 第 １ の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 所 望 の 帯 域 が 狭 い 通 信 方 式 （ 通
信 速 度 が 低 い 、 副 搬 送 波 を 使 用 し な い な ど ） を 備 え 、 送 信 効 率 優 先 で 狭 帯 域 （ 高 い Ｑ 値 ）
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と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 一 方 、 別 の 第 ２ の Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 前 記 第 １ の Ｉ Ｃ カ ー ド よ
り も 所 望 の 帯 域 が 広 い 通 信 方 式 （ 通 信 速 度 が 速 い 、 副 搬 送 波 を 使 用 す る な ど ） を 備 え 、 通
信 信 頼 性 優 先 で 広 帯 域 （ 低 い Ｑ 値 ） と な る 様 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 ２ の Ｉ Ｃ カ ー ド の 場 合 は ア ン テ ナ の 帯 域 が 第 １ の Ｉ Ｃ カ ー ド よ り も 広 く 調 整 さ れ て お
り 、 所 望 の 帯 域 内 に お い て 波 形 歪 み の な い 良 好 な 通 信 を 行 う こ と が で き る 。 第 １ の Ｉ Ｃ カ
ー ド の 場 合 は ア ン テ ナ の 帯 域 が 第 ２ の Ｉ Ｃ カ ー ド よ り も 狭 く 調 整 さ れ て お り 、 送 信 効 率 が
良 く 最 長 の 読 み 取 り 距 離 を 実 現 す る こ と が で き る 。
　 変 形 例 （ １ ） に お い て 、 ア ン テ ナ コ イ ル と 直 列 に 可 変 抵 抗 が 設 け ら れ て お り 、 ス イ ッ チ
の 切 り 替 え に て 抵 抗 値 を 変 更 す る こ と が で き る 。 ア ン テ ナ Ｑ 値 を 上 げ た い 場 合 は 抵 抗 値 が
小 さ く な る 側 に ス イ ッ チ を 切 り 換 え 、 ア ン テ ナ Ｑ 値 を 下 げ た い 場 合 は 抵 抗 値 が 大 き く な る
側 に ス イ ッ チ を 切 り 換 え る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 様 に す る こ と に よ り 、 任 意 に ア ン テ ナ の 帯 域 （ Ｑ 値 ） を 調 整 で き る と 共 に 、 抵 抗 値
の 組 み 合 わ せ を 増 や せ ば 細 か く ア ン テ ナ の 帯 域 （ Ｑ 値 ） を 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 変 形 例 （ ３ ） に お い て 、 Ｐ Ｉ Ｎ ダ イ オ ー ド は ア ン テ ナ ス イ ッ チ で あ り 、 外 部 制 御 信 号 に
よ り Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 を す る こ と が で き る 。 一 般 的 に Ｐ Ｉ Ｎ ダ イ オ ー ド は 順 方 向 に 流 す 電
流 に 対 し て 内 部 直 列 抵 抗 が 反 比 例 す る 特 性 が あ る 。 従 っ て 、 ア ン テ ナ ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ に す
る 際 に 順 方 向 の 電 流 を 制 御 し 、 ダ イ オ ー ド の 直 列 抵 抗 を 連 続 で 調 整 す る こ と に よ り 、 Ｑ 値
を よ り 高 精 度 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 様 に す る こ と に よ り 、 任 意 に ア ン テ ナ の 帯 域 （ Ｑ 値 ） を 連 続 的 に 調 整 す る こ と が 可
能 と な る 。
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 符 号 化 及 び 変 調 を 行 っ た 搬 送 波 を 質 問 信 号 と し て 応 答
器 へ 送 出 す る 送 信 手 段 、 応 答 器 か ら の 応 答 信 号 を 復 調 及 び 復 号 化 し 受 信 す る 受 信 手 段 、 所
定 の 通 信 手 順 に 従 い 、 当 該 送 受 信 回 路 の 符 号 化 と 変 調 方 式 を 順 次 切 り 換 え な が ら 複 数 の 異
な る 方 式 の 応 答 器 を 識 別 す る こ と が で き る 質 問 器 と 、 質 問 器 か ら の 質 問 信 号 に 対 し 保 有 す
る 識 別 番 号 等 の デ ー タ を 応 答 信 号 と し て 返 信 す る 応 答 器 と か ら な る 非 接 触 Ｉ Ｄ シ ス テ ム で
あ っ て 、 各 応 答 器 の 方 式 毎 に 、 時 分 割 で 質 問 器 の ア ン テ ナ の Ｑ 値 を 変 え る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 広 帯 域 の 通 信 方 式 の 時 は 、 質 問 器 の ア ン テ ナ の Ｑ 値 を 低 く 設 定 し 、 狭 帯 域 の 通
信 方 式 の 時 は 、 質 問 器 の ア ン テ ナ の Ｑ 値 を 高 く 設 定 す る と し て も よ い 。
　 こ こ で 、 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ る 抵 抗 値 を 増 減 す る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ の Ｑ 値 を 調 整 す
る と し て も よ い 。
　 こ こ で 、 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ る ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ に 流 す 順 方 向 の 電 流 を 増 減 す る こ と
に よ り 、 ア ン テ ナ の Ｑ 値 を 調 整 す る と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 入 退 出 ド ア の 施 解 錠 の 制 御 を 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 及 び リ ー
ダ ／ ラ イ タ 装 置 を 用 い て 行 う と し て い る が 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 及 び リ ー ダ ／ ラ イ タ 装 置 の 用 途 は
、 こ れ に は 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 構 成 を 示 す シ ス テ ム 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ A及 び ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aの 回 路 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム １ ０ ０ ０ で 使 用 さ れ て い る 通 信 方 式 が 返 信 時 に 使 用 す る 帯
域 幅 及 び ア ン テ ナ 部 １ 3６ ０ Ａ が 作 る 共 振 周 波 数 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 通 信 方 式 a～ ｄ の 送 信 サ イ ク ル を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 通 信 方 式 の 選 択 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 通 信 方 式 aの 処 理 時 に 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aが 各 回 路 へ の 指 示 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 制 御 回 路 １ ３ １ ０ Aか ら 命 令 を 受 け た 各 回 路 の 処 理 内 容 を 時 系 列 で 示 す 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置 １ ３ ０ ０ Aか ら 電 波 を 受 け た ICカ ー ド １ ４ ０ ０ aの 動 作 を 表 す
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 第 一 の 変 形 例 と し て の ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aaの 回 路 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 第 二 の 変 形 例 し て の ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｂ の 回 路 構 成
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aの 第 三 の 変 形 例 と し て の ア ン テ ナ 部 １ ３ ６ ０ Aｃ の 回 路 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
１ ０ ０ ０ 　 　   監 視 シ ス テ ム
１ １ ０ ０ 　 　   中 央 監 視 装 置
１ ２ ０ ０ A　   制 御 ユ ニ ッ ト
１ ３ ０ ０ B    制 御 ユ ニ ッ ト
１ ３ ０ ０ A　 　 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置
１ ３ ０ ０ B　 　 リ ー ダ /ラ イ タ 装 置
１ ５ ０ ０ A　 　 入 退 出 ド ア
１ ５ ０ ０ B　 　 入 退 出 ド ア
１ ４ ０ ０ a　 　 通 信 方 式 aに 対 応 す る ICカ ー ド
１ ４ ０ ０ b　   通 信 方 式 ｂ に 対 応 す る ICカ ー ド
１ ４ ０ ０ c　 　 通 信 方 式 ｃ に 対 応 す る ICカ ー ド
１ ４ ０ ０ d　 　 通 信 方 式 ｄ に 対 応 す る ICカ ー ド
１ ０ ～ ６ ０ 　  信 号 線
１ ３ ０ ５ A　 　 ク ロ ッ ク 回 路
１ ３ １ ０ A　 　 制 御 回 路
１ ３ ２ ０ A　 　 変 調 回 路
１ ３ ３ ０ A　 　 RF送 信 回 路
１ ３ ４ ０ A　 　 復 調 回 路
１ ３ ５ ０ A　 　 RF受 信 回 路
１ ３ ６ ０ A　 　 ア ン テ ナ 部
１ ４ １ ０ a　 　 制 御 回 路
１ ４ ２ ０ a　 　 記 憶 回 路
１ ４ ３ ０ a　 　 復 調 回 路
１ ４ ４ ０ a　 　 変 調 回 路
１ ４ ５ ０ a　   電 力 生 成 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(15) JP 2007-199871 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

